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　大阪はマンガ文化発信都市ともよばれることがあります。これ
は、近世の鳥羽絵という滑稽な絵画の出版、明治以降も『滑稽
新聞』や『大阪パック』などのマンガを掲載する雑誌の発刊が大
阪であり、戦後も大阪で、粗悪な紙に印刷された赤本マンガの流
行、リアルさを追求する劇画の登場とその流れが続いたことによ
ります。その赤本マンガ隆盛の時代、大阪府出身の手塚治虫は
ゆたかな物語性と親しみやすいタッチで当時の子どもたちを
魅了し、ストーリーマンガを確立、マンガを大きく変えていきました。
　「マンガの神様」手塚治虫は、マンガの可能性を大きく広げ、
多くの若いマンガ家たちが後に続きます。マンガを大きく育て上
げた「マンガの王様」、宮城県出身の石ﾉ森章太郎もその一人で
した。手塚と石ﾉ森の作品は、テレビアニメや映画、特撮ドラマ等
になり、やがて戦後のマンガは、本や雑誌といったメディアの枠を
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越え、文化として大きく拡大し、現代美術や音楽など、様 な々アー
ティストにも影響を与える存在になっていきます。
　2011年の東日本大震災では石ﾉ森章太郎の作品が、1995年
の阪神淡路大震災では手塚治虫の作品が、震災復興のシンボ
ルになり、人々を元気づけました。マンガは日本発の文化として
世界的に受け入れられ、クールジャパンの旗手的な存在です。
現代のマンガは、社会的にも大きな影響力をもつようになってきた
のです。
　この展覧会では、「鉄腕アトム」や「ブラック・ジャック」、「サイ
ボーグ００９」や「仮面ライダー」など、ふたりのマンガ家の原稿や
テレビアニメなどの映像作品などから、その歩みと戦後のマンガ
がメディアミックスに拡大する様相を紹介し、さまざまな分野の
方々から寄せられた作品で“マンガのちから”をふり返ります。
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大阪歴史博物館　6階 特別展示室

主　　催／大阪歴史博物館、ＮＨＫ大阪放送局、ＮＨＫプラネット近畿
後　　援／外務省、経済産業省
特別協力／手塚プロダクション、石森プロ　
制作協力／ＮＨＫプロモーション
機材協力／ＮＥＣディスプレイソリューションズ

特別展観覧料　大人 1,200円（1,080円）、高校生・大学生800円（720円）
※（　　）内は20名以上の団体割引料金。 
　中学生以下、障がい者手帳等をお持ちの方（介護者１名を含む）は無料。
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©手塚プロダクション ©石森プロ

©手塚プロダクション
手塚治虫「鉄腕アトム」直筆原稿
連載時期：『少年』1952年4月号～1968年3月号他

©手塚プロダクション
手塚治虫「リボンの騎士」直筆原稿
連載時期：『なかよし』1963年1月号～1966年10月号

©石森プロ
石ﾉ森章太郎「龍神沼」直筆原稿
1961年『少女クラブ』
夏休み増刊号掲載

©石森プロ
石ﾉ森章太郎「サイボーグ００９」直筆原稿
連載時期：『週刊少年マガジン』1966年27号30号～1967年13号他

プロローグ  ここから はじまり
第1部  二人の出会い マンガ誕生
第2部  爆発するマンガ 時代への挑戦
第3部  “ちから”の本質対決
第4部  未来へ生き続ける“ちから” 
　　　 現代作家によるオマージュ作品集

展示構成

手塚プロダクションと石森プロの担当者による展示解説
です。
日　　時 ： 2月15日（土）午後2時～ （約60分）
場　　所 ： 大阪歴史博物館 6階 特別展示室
参 加 費 ： 無料（ただし、入場には特別展観覧券が必要）
参加方法 ： 直接会場へお越しください。

展　示　解　説

関連事業

音声ガイド

アトム（声：津村まことさん）と
島村ジョー（声：井上和彦さん）が

マンガ大学講師（声：恒松あゆみさん）
とともに展覧会をナビゲート

（貸出料500円）

INFORMATION

■地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」駅②号・⑨号出口 
■市バス「馬場町」バス停前

火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（12月28日から1月4日）休館日

午前9時30分～午後5時（金曜日は午後8時まで） 
但し入館は閉館の30分前まで

開館時間

【常設展】大人 600（540）円、 高大生 400（360）円
※特別展は別料金
※（　　）内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下、大阪市内在住の満65歳以上の方（要証明証提示）、
　障がい者手帳等をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料

入場料

Osaka Museum of History

INFORMATION

〒540-0008　大阪市中央区大手前4-1-32

http://www.mus-his.city.osaka.jp/ホームページ
06-6946-5728電話 06-6946-2662FAX大阪歴史博物館

※今回紹介した南紀男山焼は、アネックスパル法円坂１階で3月31日（月）まで展示中です。
　アネックスパル法円坂へのアクセスは、地下鉄「森ノ宮」「谷町四丁目」、JR「森ノ宮」、お問い合せは
大阪文化財研究所まで

大阪文化財研究所 
高松藩大坂蔵屋敷の南紀男山焼
　南紀男山焼（なんきおとこやまやき）は、文政10年（1827）に崎山利兵衛が和歌山県有田郡
広川町に開いた陶磁器窯です。窯の操業は約50年と短いものでしたが、紀州藩に庇護され、
主に染付磁器（そめつけじき）を生産し、製品は海路で大坂や江戸方面にも出荷されて
いました。
　写真の輪花染付皿（りんかそめつけざら）は高松藩蔵屋敷跡（北区中之島）で見つかり
ました。4点とも高台（こうだい）内に「南紀男山」銘があります。染付けで鋸歯文（きょしも
ん）や波文、花唐草文が描かれ、右側2点には焼継ぎで補修された跡があります。銘はすべ
ての製品に書かれるわけではなく、上等品にだけ記されます。この皿は紀州藩から高松藩
への贈答品だったのかもしれません。　　（大阪文化財研究所　主任学芸員　松本 百合子）

南紀男山焼　輪花染付皿　江戸時代後期　
大阪文化財研究所保管大阪文化財研究所 〒540-0006 大阪市中央区法円坂1-1-35 アネックスパル法円坂6階所在地

FAX 06-6920-2272 ホームページ http://www.occpa.or.jp/06-6943-6833TEL 13


